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今、地球に何が起きているか？今、地球に何が起きているか？今、地球に何が起きているか？今、地球に何が起きているか？

地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター海洋研究開発機構海洋研究開発機構海洋研究開発機構海洋研究開発機構平成２３年６月１５日平成２３年６月１５日平成２３年６月１５日平成２３年６月１５日渡邉　國彦
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海洋研究開発機構とは海洋研究開発機構とは
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海洋が大きく関わる地球環境変動を海洋が大きく関わる地球環境変動を海洋が大きく関わる地球環境変動を海洋が大きく関わる地球環境変動を解明解明解明解明し、地球温暖化等の地球環境問し、地球温暖化等の地球環境問し、地球温暖化等の地球環境問し、地球温暖化等の地球環境問題への貢献を図る題への貢献を図る題への貢献を図る題への貢献を図る
国民と社会に貢献国民と社会に貢献国民と社会に貢献国民と社会に貢献国民と社会に貢献国民と社会に貢献国民と社会に貢献国民と社会に貢献

海洋研究開発機構の使命海洋研究開発機構の使命

3

海洋由来の地震・津波等自然災害海洋由来の地震・津波等自然災害海洋由来の地震・津波等自然災害海洋由来の地震・津波等自然災害の原因となる地球内部の動的挙動の原因となる地球内部の動的挙動の原因となる地球内部の動的挙動の原因となる地球内部の動的挙動を解明を解明を解明を解明し、防災・減災への貢献をし、防災・減災への貢献をし、防災・減災への貢献をし、防災・減災への貢献を図る図る図る図る
海洋・極限環境生物圏を理解し、環海洋・極限環境生物圏を理解し、環海洋・極限環境生物圏を理解し、環海洋・極限環境生物圏を理解し、環境と生物の相互関係を解明境と生物の相互関係を解明境と生物の相互関係を解明境と生物の相互関係を解明するととするととするととするとともに、社会と経済の発展に資する知もに、社会と経済の発展に資する知もに、社会と経済の発展に資する知もに、社会と経済の発展に資する知見、情報を提供見、情報を提供見、情報を提供見、情報を提供 海洋の多様な環境下における調査・海洋の多様な環境下における調査・海洋の多様な環境下における調査・海洋の多様な環境下における調査・観測等のための基盤技術を開発観測等のための基盤技術を開発観測等のための基盤技術を開発観測等のための基盤技術を開発すすすするとともに、国民生活や産業の発るとともに、国民生活や産業の発るとともに、国民生活や産業の発るとともに、国民生活や産業の発展に貢献展に貢献展に貢献展に貢献

海洋立国日本の発展を海洋立国日本の発展を海洋立国日本の発展を海洋立国日本の発展を

科学技術によって推進する科学技術によって推進する科学技術によって推進する科学技術によって推進する
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昭和46年10月　特別認可法人「海洋科学技術センター」設立平成16年 4月　独立行政法人海洋研究開発機構発足

海洋研究開発機構の組織・人員構成海洋研究開発機構の組織・人員構成 188名187名508名52名258名総役職員数：総役職員数：総役職員数：総役職員数：1,1931,1931,1931,193名名名名
地球環境変動領域地球環境変動領域地球環境変動領域地球環境変動領域 地球内部ダイナミクス領域地球内部ダイナミクス領域地球内部ダイナミクス領域地球内部ダイナミクス領域 海洋・極限環境生物圏領域海洋・極限環境生物圏領域海洋・極限環境生物圏領域海洋・極限環境生物圏領域地球情報研究センター地球情報研究センター地球情報研究センター地球情報研究センター 観測ｼｽﾃﾑ・技術開発ラボ観測ｼｽﾃﾑ・技術開発ラボ観測ｼｽﾃﾑ・技術開発ラボ観測ｼｽﾃﾑ・技術開発ラボ海洋工学センター海洋工学センター海洋工学センター海洋工学センター 地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター 地球深部探査センター地球深部探査センター地球深部探査センター地球深部探査センター経営企画室経営企画室経営企画室経営企画室 総務部総務部総務部総務部 経理部経理部経理部経理部安全・環境管理室安全・環境管理室安全・環境管理室安全・環境管理室 監査室監査室監査室監査室

研究部門研究部門研究部門研究部門開発・開発・開発・開発・推進部門推進部門推進部門推進部門運営・運営・運営・運営・管理部門管理部門管理部門管理部門
むつ研究所むつ研究所むつ研究所むつ研究所 高知コア研究所高知コア研究所高知コア研究所高知コア研究所 リーディングプロジェクトリーディングプロジェクトリーディングプロジェクトリーディングプロジェクトシステム地球ラボシステム地球ラボシステム地球ラボシステム地球ラボ アプリケーションラボアプリケーションラボアプリケーションラボアプリケーションラボ 事業推進部事業推進部事業推進部事業推進部研究支援部研究支援部研究支援部研究支援部

理事長　加藤康宏理　事　白山　義久、平　朝彦、堀田　平　役　員役　員役　員役　員役　員役　員役　員役　員
組　織組　織組　織組　織組　織組　織組　織組　織横須賀本部　　　　　横浜研究所　　むつ研究所　　　　　高知コア研究所　　　　　　　国際海洋環境情報センター（沖縄県名護市）　　　　　　事業所事業所事業所事業所事業所事業所事業所事業所 人人人人員員員員構構構構成成成成人人人人員員員員構構構構成成成成
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海洋調査船「なつしま」
1981年建造海洋調査船「なつしま」
1981年建造　全 長 67.4 m　 幅 13.0 m　深　さ 6.3 m総トン数 1,738 ton

　全 長 67.4 m　 幅 13.0 m　深　さ 6.3 m総トン数 1,738 ton

海洋調査船「かいよう」
1985年建造海洋調査船「かいよう」
1985年建造　全 長 61.6 m　 幅 28.0 m　深　さ 10.6 m総トン数 3,350 ton

　全 長 61.6 m　 幅 28.0 m　深　さ 10.6 m総トン数 3,350 ton

支援母船「よこすか」
1990年建造支援母船「よこすか」
1990年建造 深海調査研究船「かいれい」

1997年建造深海調査研究船「かいれい」
1997年建造　全 長 106.0 m　 幅 16.0 m　深　さ 7.3 m総トン数 4,517 ton

　全 長 106.0 m　 幅 16.0 m　深　さ 7.3 m総トン数 4,517 ton海洋地球研究船「みらい」
1997年建造海洋地球研究船「みらい」
1997年建造　全 長 128.0 m　 幅 19.0 m　深　さ 10.5 m総トン数 8,687 ton

　全 長 128.0 m　 幅 19.0 m　深　さ 10.5 m総トン数 8,687 ton 研究船運航部 地球深部探査ｾﾝﾀｰ
学術研究船「淡青丸」

1982年建造学術研究船「淡青丸」
1982年建造　全 長 51.0 m　 幅 9.2 m　深　さ 4.2 m総トン数 610 ton

　全 長 51.0 m　 幅 9.2 m　深　さ 4.2 m総トン数 610 ton

学術研究船「白鳳丸」
1989年建造学術研究船「白鳳丸」
1989年建造　全 長 100.0 m　 幅 16.2 m　深　さ 8.9 m総トン数 3,991 ton

　全 長 100.0 m　 幅 16.2 m　深　さ 8.9 m総トン数 3,991 ton

　全 長 105.2 m　 幅 16.0 m　深　さ 7.3 m総トン数 4,439 ton

　全 長 105.2 m　 幅 16.0 m　深　さ 7.3 m総トン数 4,439 ton

　全 長 210.0 m　 幅 38.0 m　深　さ 16.2 m総トン数 57,087 ton

　全 長 210.0 m　 幅 38.0 m　深　さ 16.2 m総トン数 57,087 ton

海洋研究開発機構の船舶海洋研究開発機構の船舶

地球深部探査船「ちきゅう」
2005年建造地球深部探査船「ちきゅう」
2005年建造
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潜水船・探査機潜水船・探査機潜水船・探査機潜水船・探査機潜水船・探査機潜水船・探査機潜水船・探査機潜水船・探査機
施設・設備施設・設備施設・設備施設・設備施設・設備施設・設備施設・設備施設・設備

潜水調査船「しんかい６５００」潜水調査船「しんかい６５００」潜水調査船「しんかい６５００」潜水調査船「しんかい６５００」有人潜水船としての最大潜航深度世界第１位 深海巡航探査機「うらしま」深海巡航探査機「うらしま」深海巡航探査機「うらしま」深海巡航探査機「うらしま」連続航行記録317km自律型巡航探査機の世界記録樹立
3000m級無人探査機級無人探査機級無人探査機級無人探査機「ハイパードルフィン」「ハイパードルフィン」「ハイパードルフィン」「ハイパードルフィン」 7000m級無人探査機級無人探査機級無人探査機級無人探査機「かいこう「かいこう「かいこう「かいこう7000ⅡⅡⅡⅡ」」」」 深海曳航調査システム深海曳航調査システム深海曳航調査システム深海曳航調査システム「ディープ・トウ」「ディープ・トウ」「ディープ・トウ」「ディープ・トウ」

大深度小型無人探査機大深度小型無人探査機大深度小型無人探査機大深度小型無人探査機「「「「ABISMO」」」」マリアナ海溝において潜航深度10,258mを達成
地球シミュレータ地球シミュレータ地球シミュレータ地球シミュレータ超高速並列型スーパーコンピュータ平成21年3月に新たなシステムに更新し理論演算速度が従来の3倍となった 深海微生物実験システム深海微生物実験システム深海微生物実験システム深海微生物実験システム 高圧実験水槽高圧実験水槽高圧実験水槽高圧実験水槽トライトンブイトライトンブイトライトンブイトライトンブイ 超音波水槽超音波水槽超音波水槽超音波水槽

深海生物追跡調査深海生物追跡調査深海生物追跡調査深海生物追跡調査ロボットシステムロボットシステムロボットシステムロボットシステム「「「「PICASSO」」」」コア保管庫コア保管庫コア保管庫コア保管庫
OBS

海洋研究開発機構の有する研究設備海洋研究開発機構の有する研究設備

浅海用ハイブリッド型浅海用ハイブリッド型浅海用ハイブリッド型浅海用ハイブリッド型無人潜水機無人潜水機無人潜水機無人潜水機「「「「MROV」」」」



7

社会貢献の一例社会貢献の一例○海洋に関する中核機関として、国等の要請に基づく緊急調査等にも対応。○海洋に関する中核機関として、国等の要請に基づく緊急調査等にも対応。○海洋に関する中核機関として、国等の要請に基づく緊急調査等にも対応。○海洋に関する中核機関として、国等の要請に基づく緊急調査等にも対応。【【【【大陸棚の限界延長申請（大陸棚の限界延長申請（大陸棚の限界延長申請（大陸棚の限界延長申請（2008年年年年11月）の月）の月）の月）の提出に貢献提出に貢献提出に貢献提出に貢献】】】】地殻構造探査に係る調査協力として、「かいよう」「かいれい」による音響探査及び取得データの研究・解析を行った。
大陸棚の延長申請海域

音波による地殻構造探査海洋調査船「かいよう」 国の政策に貢献する科学的調査研究、国の政策に貢献する科学的調査研究、国の政策に貢献する科学的調査研究、国の政策に貢献する科学的調査研究、緊急の社会的要請への対応などは、緊急の社会的要請への対応などは、緊急の社会的要請への対応などは、緊急の社会的要請への対応などは、大学や民間企業では実施大学や民間企業では実施大学や民間企業では実施大学や民間企業では実施しがたい。しがたい。しがたい。しがたい。

【【【【護衛艦「あたご」漁船「清徳丸」衝突事故海域調査護衛艦「あたご」漁船「清徳丸」衝突事故海域調査護衛艦「あたご」漁船「清徳丸」衝突事故海域調査護衛艦「あたご」漁船「清徳丸」衝突事故海域調査】】】】防衛省より文部科学省に対しJAMSTECによる捜索協力を依頼。これに基づき、現場海域の調査を実施。回収物を海上保安庁へ引渡した。 「清徳丸」と文字の入った旗竿調査に使用した無人探査機「ハイパードルフィン」操舵室の一部と思われる物体同じく、調査に使用した深海曳航体「ディープ・トウ」
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東日本大震災に関する緊急調査－海水採取－海洋地球研究船「みらい」海洋地球研究船「みらい」海洋地球研究船「みらい」海洋地球研究船「みらい」
1997年建造年建造年建造年建造海洋地球研究船「みらい」海洋地球研究船「みらい」海洋地球研究船「みらい」海洋地球研究船「みらい」
1997年建造年建造年建造年建造

　全 長 　128.0 m　 幅 19.0 m深　さ 　10.5 m総トン数　　8,687 ton

　全 長 　128.0 m　 幅 19.0 m深　さ 　10.5 m総トン数　　8,687 ton
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横　浜　研　究　所横　浜　研　究　所横　浜　研　究　所横　浜　研　究　所横　浜　研　究　所横　浜　研　究　所横　浜　研　究　所横　浜　研　究　所

横須賀本部横須賀本部横須賀本部横須賀本部横浜研究所横浜研究所横浜研究所横浜研究所
JAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTECJAMSTEC

横浜市磯子区横浜市磯子区横浜市磯子区横浜市磯子区横浜市磯子区横浜市磯子区横浜市磯子区横浜市磯子区
横浜市金沢区昭和町横浜市金沢区昭和町横浜市金沢区昭和町横浜市金沢区昭和町横浜市金沢区昭和町横浜市金沢区昭和町横浜市金沢区昭和町横浜市金沢区昭和町

神奈川県工業試験所の跡地神奈川県工業試験所の跡地神奈川県工業試験所の跡地神奈川県工業試験所の跡地神奈川県工業試験所の跡地神奈川県工業試験所の跡地神奈川県工業試験所の跡地神奈川県工業試験所の跡地

約１万坪約１万坪約１万坪約１万坪約１万坪約１万坪約１万坪約１万坪

2002年8月5日開所
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地球寒冷化説地球寒冷化説地球寒冷化説地球寒冷化説 地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化をををを
N

A
S

A報告報告報告報告
（（（（米国議会米国議会米国議会米国議会））））１９８８１９８８１９８８１９８８ 気候変動枠組条約気候変動枠組条約気候変動枠組条約気候変動枠組条約　　　　発効発効発効発効

１９９４１９９４１９９４１９９４ 第第第第３３３３回締約会議回締約会議回締約会議回締約会議（（（（京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書
数値目標数値目標数値目標数値目標とととと法的拘束力法的拘束力法的拘束力法的拘束力））））
１９９７１９９７１９９７１９９７地球地球地球地球シミュレータシミュレータシミュレータシミュレータ開発開始開発開始開発開始開発開始

地球地球地球地球シミュレータシミュレータシミュレータシミュレータ　　　　稼働開始稼働開始稼働開始稼働開始
２００２２００２２００２２００２第一次第一次第一次第一次オイルショックオイルショックオイルショックオイルショック

第二次第二次第二次第二次オイルショックオイルショックオイルショックオイルショック
１９７３１９７３１９７３１９７３ １９７９１９７９１９７９１９７９ 地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球シミュレータ開発プロジェクト地球シミュレータ開発プロジェクト地球シミュレータ開発プロジェクト地球シミュレータ開発プロジェクト
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地球シミュレータ地球シミュレータ地球シミュレータ地球シミュレータ地球シミュレータ地球シミュレータ地球シミュレータ地球シミュレータ２００２年３月～２００８年９月２００２年３月～２００８年９月２００２年３月～２００８年９月２００２年３月～２００８年９月理論演算速度：４０テラフロップス理論演算速度：４０テラフロップス理論演算速度：４０テラフロップス理論演算速度：４０テラフロップス主記憶容量　：１０テラバイト主記憶容量　：１０テラバイト主記憶容量　：１０テラバイト主記憶容量　：１０テラバイト地球シミュレータ（地球シミュレータ（地球シミュレータ（地球シミュレータ（ES2））））２００９年３月～２００９年３月～２００９年３月～２００９年３月～理論演算速度：１３１テラフロップス理論演算速度：１３１テラフロップス理論演算速度：１３１テラフロップス理論演算速度：１３１テラフロップス主記憶容量　：２０テラバイト主記憶容量　：２０テラバイト主記憶容量　：２０テラバイト主記憶容量　：２０テラバイト
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（１）一般公募枠（１）一般公募枠（１）一般公募枠（１）一般公募枠　　　　　　　　　　　　 ---- 地球科学分野地球科学分野地球科学分野地球科学分野　　　　　　　　　　　　 ---- 先進創出分野（地球科学分野以外の先進的・独創的な研究）先進創出分野（地球科学分野以外の先進的・独創的な研究）先進創出分野（地球科学分野以外の先進的・独創的な研究）先進創出分野（地球科学分野以外の先進的・独創的な研究）（２）特定プロジェクト枠（２）特定プロジェクト枠（２）特定プロジェクト枠（２）特定プロジェクト枠　　　　国等からの委託･補助でＥＳを利用して進めるプログラム国等からの委託･補助でＥＳを利用して進めるプログラム国等からの委託･補助でＥＳを利用して進めるプログラム国等からの委託･補助でＥＳを利用して進めるプログラム　　　　　　　　　　　　 ---- ２１世紀気候変動予測革新プログラム２１世紀気候変動予測革新プログラム２１世紀気候変動予測革新プログラム２１世紀気候変動予測革新プログラム　　　　　　　　　　　　 ---- 地球シミュレータ産業戦略利用プログラム地球シミュレータ産業戦略利用プログラム地球シミュレータ産業戦略利用プログラム地球シミュレータ産業戦略利用プログラム　　　　（文部科学省の先端研究施設共用促進事業）　　　　（文部科学省の先端研究施設共用促進事業）　　　　（文部科学省の先端研究施設共用促進事業）　　　　（文部科学省の先端研究施設共用促進事業）　　　　　　　　　　　　 ---- 戦略的創造研究推進事業戦略的創造研究推進事業戦略的創造研究推進事業戦略的創造研究推進事業(JST/CREST)(JST/CREST)(JST/CREST)(JST/CREST)」　等」　等」　等」　等（３）機構戦略枠（３）機構戦略枠（３）機構戦略枠（３）機構戦略枠　　　　　　　　　　　　 ---- 海洋機構が主導する研究プロジェクト海洋機構が主導する研究プロジェクト海洋機構が主導する研究プロジェクト海洋機構が主導する研究プロジェクト　　　　　　　　　　　　 ---- 国際・国内共同研究国際・国内共同研究国際・国内共同研究国際・国内共同研究---- 成果専有型有償利用成果専有型有償利用成果専有型有償利用成果専有型有償利用　　　　((((産業界の研究・開発、設計・製造産業界の研究・開発、設計・製造産業界の研究・開発、設計・製造産業界の研究・開発、設計・製造))))

計算資源割当（2011年度）
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異なる時空間スケールの現象間の異なる時空間スケールの現象間の異なる時空間スケールの現象間の異なる時空間スケールの現象間の相互作用についての不確定要素を相互作用についての不確定要素を相互作用についての不確定要素を相互作用についての不確定要素を適切にモデル化し、高速、高精度、適切にモデル化し、高速、高精度、適切にモデル化し、高速、高精度、適切にモデル化し、高速、高精度、安定な新しい予測シミュレーショ安定な新しい予測シミュレーショ安定な新しい予測シミュレーショ安定な新しい予測シミュレーションンンン

全球規模から地域スケールまでの気候変動シミュレーション研究全球規模から地域スケールまでの気候変動シミュレーション研究全球規模から地域スケールまでの気候変動シミュレーション研究全球規模から地域スケールまでの気候変動シミュレーション研究全球規模から地域スケールまでの気候変動シミュレーション研究全球規模から地域スケールまでの気候変動シミュレーション研究全球規模から地域スケールまでの気候変動シミュレーション研究全球規模から地域スケールまでの気候変動シミュレーション研究全球規模や局地域－都市域全球規模や局地域－都市域全球規模や局地域－都市域全球規模や局地域－都市域スケールの予測に必要な高スケールの予測に必要な高スケールの予測に必要な高スケールの予測に必要な高精度かつ高速なシミュレー精度かつ高速なシミュレー精度かつ高速なシミュレー精度かつ高速なシミュレーションのための技術開発、ションのための技術開発、ションのための技術開発、ションのための技術開発、それを用いた顕著現象等のそれを用いた顕著現象等のそれを用いた顕著現象等のそれを用いた顕著現象等の予測技術の開発・検証予測技術の開発・検証予測技術の開発・検証予測技術の開発・検証全球全球全球全球
領域領域領域領域 局所（都市域）局所（都市域）局所（都市域）局所（都市域）



水平方向解像度　：　２．７　ｋｍ水平方向解像度　：　２．７　ｋｍ水平方向解像度　：　２．７　ｋｍ水平方向解像度　：　２．７　ｋｍ垂直方向　垂直方向　垂直方向　垂直方向　 　　　　：　７２　層　　　　：　７２　層　　　　：　７２　層　　　　：　７２　層
台風の進路と集中豪雨を５日前に予測する技術の開発台風の進路と集中豪雨を５日前に予測する技術の開発台風の進路と集中豪雨を５日前に予測する技術の開発台風の進路と集中豪雨を５日前に予測する技術の開発全球領域連結・大気海洋陸面結合予測全球領域連結・大気海洋陸面結合予測全球領域連結・大気海洋陸面結合予測全球領域連結・大気海洋陸面結合予測計算時間：数時間計算時間：数時間計算時間：数時間計算時間：数時間

地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター地球シミュレータセンター
海表面温度海表面温度海表面温度海表面温度((((℃℃℃℃))))降雨量降雨量降雨量降雨量(mm/(mm/(mm/(mm/ｈｈｈｈ))))
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「ちきゅう」運用支援予測シミュレーション「ちきゅう」運用支援予測シミュレーション「ちきゅう」運用支援予測シミュレーション「ちきゅう」運用支援予測シミュレーション「ちきゅう」運用支援予測シミュレーション「ちきゅう」運用支援予測シミュレーション「ちきゅう」運用支援予測シミュレーション「ちきゅう」運用支援予測シミュレーション＜機構内センター間協力＞＜機構内センター間協力＞＜機構内センター間協力＞＜機構内センター間協力＞＜機構内センター間協力＞＜機構内センター間協力＞＜機構内センター間協力＞＜機構内センター間協力＞協力要請事項：協力要請事項：協力要請事項：協力要請事項：　航行，掘削の安全性確保のための　航行，掘削の安全性確保のための　航行，掘削の安全性確保のための　航行，掘削の安全性確保のための　台風予測シミュレーション　台風予測シミュレーション　台風予測シミュレーション　台風予測シミュレーション
NT2-11

NT2-01J

NT1-01

NT1-07熊野灘沖での掘削熊野灘沖での掘削熊野灘沖での掘削熊野灘沖での掘削
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「ちきゅう」掘削点での風速の変化「ちきゅう」掘削点での風速の変化「ちきゅう」掘削点での風速の変化「ちきゅう」掘削点での風速の変化台風４号台風４号台風４号台風４号
2010年年年年

8/11～～～～8/13
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「ちきゅう」掘削点での風速の変化「ちきゅう」掘削点での風速の変化「ちきゅう」掘削点での風速の変化「ちきゅう」掘削点での風速の変化台風４号台風４号台風４号台風４号
2010年年年年

8/11～～～～8/13
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10101010ｍ解像度におけるｍ解像度におけるｍ解像度におけるｍ解像度における風の流れ場風の流れ場風の流れ場風の流れ場
竜飛岬ウィンドファーム竜飛岬ウィンドファーム竜飛岬ウィンドファーム竜飛岬ウィンドファーム近傍の数値風況調査近傍の数値風況調査近傍の数値風況調査近傍の数値風況調査

立地計画、発電立地計画、発電立地計画、発電立地計画、発電計画計画計画計画に貢献に貢献に貢献に貢献
ヒートアイランドとヒートアイランドとヒートアイランドとヒートアイランドと都市型都市型都市型都市型集中豪雨集中豪雨集中豪雨集中豪雨の因果関係解明の因果関係解明の因果関係解明の因果関係解明

局地域－都市域の気象シミュレーション局地域－都市域の気象シミュレーション局地域－都市域の気象シミュレーション局地域－都市域の気象シミュレーション
東京都集中豪雨東京都集中豪雨東京都集中豪雨東京都集中豪雨シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション（２００５年）（２００５年）（２００５年）（２００５年）

都市計画都市計画都市計画都市計画に貢献に貢献に貢献に貢献
丸の内地区のヒート丸の内地区のヒート丸の内地区のヒート丸の内地区のヒートアイランドアイランドアイランドアイランド現象現象現象現象（５ｍ解像度）（５ｍ解像度）（５ｍ解像度）（５ｍ解像度）猪苗代湖周辺猪苗代湖周辺猪苗代湖周辺猪苗代湖周辺の気温変化の気温変化の気温変化の気温変化のシミュレーションのシミュレーションのシミュレーションのシミュレーション土地利用のあり方土地利用のあり方土地利用のあり方土地利用のあり方などなどなどなど農業計画農業計画農業計画農業計画に貢献に貢献に貢献に貢献（５０ｍ解像度）（５０ｍ解像度）（５０ｍ解像度）（５０ｍ解像度）
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竜飛岬ウインドファームにおける数値風況

N 風観測用風車１風観測用風車１風観測用風車１風観測用風車１風観測用風車２風観測用風車２風観測用風車２風観測用風車２発電用風車発電用風車発電用風車発電用風車
発電用風車付近発電用風車付近発電用風車付近発電用風車付近 10kmＸＸＸＸ5kmの地域の地域の地域の地域をををを10m解像度でシミュレーション解像度でシミュレーション解像度でシミュレーション解像度でシミュレーション地形による風の流れ具合を調査 風車の立地計画東京大学との連携

無風無風無風無風
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二酸化炭素の増加、そして温暖化二酸化炭素の増加、そして温暖化二酸化炭素の増加、そして温暖化二酸化炭素の増加、そして温暖化
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B1

A1B 550ppm 550ppm 550ppm 550ppm 濃度安定化濃度安定化濃度安定化濃度安定化
750ppm 750ppm 750ppm 750ppm 濃度安定化濃度安定化濃度安定化濃度安定化

Overshoot

�A1BA1BA1BA1Bシナリオでは、温室効果ガスの濃度を安定化してシナリオでは、温室効果ガスの濃度を安定化してシナリオでは、温室効果ガスの濃度を安定化してシナリオでは、温室効果ガスの濃度を安定化しても気温上昇が止まらないも気温上昇が止まらないも気温上昇が止まらないも気温上昇が止まらない
�濃度を下げれば（濃度を下げれば（濃度を下げれば（濃度を下げれば（ Overshoot )Overshoot )Overshoot )Overshoot )、気温は低下し、安定化、気温は低下し、安定化、気温は低下し、安定化、気温は低下し、安定化するが、極域の氷は溶け続けて、海面上昇が止まらないするが、極域の氷は溶け続けて、海面上昇が止まらないするが、極域の氷は溶け続けて、海面上昇が止まらないするが、極域の氷は溶け続けて、海面上昇が止まらない

全球平均地上気温全球平均地上気温全球平均地上気温全球平均地上気温（（（（℃℃℃℃）

温暖化による気温上昇の予測結果（温暖化による気温上昇の予測結果（温暖化による気温上昇の予測結果（温暖化による気温上昇の予測結果（ 全シナリオ全シナリオ全シナリオ全シナリオ ））））

電力中央研究所ＥＳＥＳＥＳＥＳを用いて、３通りのシナリオについて、合計３３００年分のシミュレーションを用いて、３通りのシナリオについて、合計３３００年分のシミュレーションを用いて、３通りのシナリオについて、合計３３００年分のシミュレーションを用いて、３通りのシナリオについて、合計３３００年分のシミュレーション

二酸化炭素濃度二酸化炭素濃度二酸化炭素濃度二酸化炭素濃度をどのをどのをどのをどの程度程度程度程度にににに抑制抑制抑制抑制するとするとするとすると
温暖化温暖化温暖化温暖化をををを防防防防げるかをげるかをげるかをげるかを定量的定量的定量的定量的にににに評価評価評価評価
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温暖化による気温上昇の予測結果温暖化による気温上昇の予測結果温暖化による気温上昇の予測結果温暖化による気温上昇の予測結果

東京大学気候システム研究センター　国立環境研究所　地球環境フロンティア研究センター
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これは、１００年後の話？これは、１００年後の話？これは、１００年後の話？これは、１００年後の話？１９９０年代に予想した１０１９９０年代に予想した１０１９９０年代に予想した１０１９９０年代に予想した１００年後の二酸化炭素の濃度に０年後の二酸化炭素の濃度に０年後の二酸化炭素の濃度に０年後の二酸化炭素の濃度には、中国、インドなどの国のは、中国、インドなどの国のは、中国、インドなどの国のは、中国、インドなどの国の急成長を想定していなかった。急成長を想定していなかった。急成長を想定していなかった。急成長を想定していなかった。最近の一部の説では、１００最近の一部の説では、１００最近の一部の説では、１００最近の一部の説では、１００年後の濃度は、以前の予想の年後の濃度は、以前の予想の年後の濃度は、以前の予想の年後の濃度は、以前の予想の倍、倍、倍、倍、１５００ｐｐｍ１５００ｐｐｍ１５００ｐｐｍ１５００ｐｐｍという話という話という話という話もある。もある。もある。もある。
２０００年の排出量国別内訳

オークリッジ研究所資料２、３０年後がもう危ない

米国米国米国米国 23.1%中国中国中国中国 12.4%ロシアロシアロシアロシア 5.9%日本日本日本日本 4.9%インドインドインドインド 4.4%

その他その他その他その他 38.3%

韓国韓国韓国韓国 1.8%イタリアイタリアイタリアイタリア 1.8%カナダカナダカナダカナダ 1.8%英国英国英国英国 2.3%ドイツドイツドイツドイツ 3.2%

約約約約242億トン億トン億トン億トン
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（CCSR/NIES/FRCGC)

本当に二酸化炭素のせいなのか本当に二酸化炭素のせいなのか本当に二酸化炭素のせいなのか本当に二酸化炭素のせいなのか
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炭酸ガス以外の温室効果ガス炭酸ガス以外の温室効果ガス炭酸ガス以外の温室効果ガス炭酸ガス以外の温室効果ガスメタンガス　温室効果（炭酸ガスとの比）：　　２０倍位メタンガス　温室効果（炭酸ガスとの比）：　　２０倍位メタンガス　温室効果（炭酸ガスとの比）：　　２０倍位メタンガス　温室効果（炭酸ガスとの比）：　　２０倍位　　　　　　有力な発生源：ユーラシア北方の永久凍土　　　　　　有力な発生源：ユーラシア北方の永久凍土　　　　　　有力な発生源：ユーラシア北方の永久凍土　　　　　　有力な発生源：ユーラシア北方の永久凍土亜酸化窒素　温室効果（炭酸ガスとの比）：　３００倍位亜酸化窒素　温室効果（炭酸ガスとの比）：　３００倍位亜酸化窒素　温室効果（炭酸ガスとの比）：　３００倍位亜酸化窒素　温室効果（炭酸ガスとの比）：　３００倍位　　　　　　有力な発生源：車の排気ガス、堆肥の生成　　　　　　有力な発生源：車の排気ガス、堆肥の生成　　　　　　有力な発生源：車の排気ガス、堆肥の生成　　　　　　有力な発生源：車の排気ガス、堆肥の生成代替フロン　温室効果（炭酸ガスとの比）：２０００倍位代替フロン　温室効果（炭酸ガスとの比）：２０００倍位代替フロン　温室効果（炭酸ガスとの比）：２０００倍位代替フロン　温室効果（炭酸ガスとの比）：２０００倍位　　　　　　有力な発生源：エアコンや冷蔵庫の安易な廃棄　　　　　　有力な発生源：エアコンや冷蔵庫の安易な廃棄　　　　　　有力な発生源：エアコンや冷蔵庫の安易な廃棄　　　　　　有力な発生源：エアコンや冷蔵庫の安易な廃棄
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温暖化以外の環境破壊とその対策（温暖化以外の環境破壊とその対策（温暖化以外の環境破壊とその対策（温暖化以外の環境破壊とその対策（CO2））））海水は弱アルカリ性（ＰＨ8±0.5）海に炭酸ガスが溶けると海水のアルカリ度が下がる海に炭酸ガスが溶けると海水のアルカリ度が下がる海に炭酸ガスが溶けると海水のアルカリ度が下がる海に炭酸ガスが溶けると海水のアルカリ度が下がる
海草、珊瑚、動物性プランクトンにダメージ海草、珊瑚、動物性プランクトンにダメージ海草、珊瑚、動物性プランクトンにダメージ海草、珊瑚、動物性プランクトンにダメージ魚の稚魚が育たなくなる魚の稚魚が育たなくなる魚の稚魚が育たなくなる魚の稚魚が育たなくなる
海洋食糧資源の大幅な減少海洋食糧資源の大幅な減少海洋食糧資源の大幅な減少海洋食糧資源の大幅な減少



27

２００５年の燃料消費による２００５年の燃料消費による２００５年の燃料消費による２００５年の燃料消費によるCO２２２２排出量　年２７０億トン排出量　年２７０億トン排出量　年２７０億トン排出量　年２７０億トン　　　　　　　　　　　　　　　　（炭素換算７４億トン）　　　　　　　　　　　　　　　　（炭素換算７４億トン）　　　　　　　　　　　　　　　　（炭素換算７４億トン）　　　　　　　　　　　　　　　　（炭素換算７４億トン）　　　　海が処理できる　　　　海が処理できる　　　　海が処理できる　　　　海が処理できるCO２２２２量　８３億トン量　８３億トン量　８３億トン量　８３億トン　　　　森が処理できる　　　　森が処理できる　　　　森が処理できる　　　　森が処理できるCO２２２２量　３４億トン量　３４億トン量　３４億トン量　３４億トン
炭酸ガスの排出と処理量炭酸ガスの排出と処理量炭酸ガスの排出と処理量炭酸ガスの排出と処理量

森が処理できる量は、この５０年ほどで約半分に減少森が処理できる量は、この５０年ほどで約半分に減少森が処理できる量は、この５０年ほどで約半分に減少森が処理できる量は、この５０年ほどで約半分に減少一方、排出量は毎年８～１０億トン増加一方、排出量は毎年８～１０億トン増加一方、排出量は毎年８～１０億トン増加一方、排出量は毎年８～１０億トン増加
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二酸化炭素発生量比較二酸化炭素発生量比較二酸化炭素発生量比較二酸化炭素発生量比較

電力中央研究所資料
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二酸化炭素地下貯留の大規模シミュレーション大成建設(株)地球温暖化対策の一つとして，製鉄プラントや火力発電所の排ガスから回収した二酸化炭素を，地下深部約１ｋｍの地層中に圧入する「二酸化炭素の地下貯留技術」が期待されている．本技術の実用化にあたり，経済的・社会的受容の観点からも，圧入後の二酸化炭素の地中挙動を正確にシミュレートし，生活圏を含む周辺環境影響リスクを予測する技術の確立が重要である．　本研究では，二酸化炭素の地中挙動及び周辺地下水環境の大規模シミュレーション技術の開発を行った．ケーススタディとして、地質データが比較的豊富な関東地方南部の数10km四方の広い領域を対象に、（独）産業技術総合研究所で検討された地層構造を反映した地下水モデルを構築し，二酸化炭素の圧入により生じる広域地下水流動への影響を検討している．平成19年度は，二酸化炭素の地下挙動の解析コードを地球シミュレータ上に実装した。地球シミュレータの高い計算能力を活用することにより、従来の百倍以上の高解像度モデル上において、二酸化炭素の地中での移動挙動と周辺の地下水挙動の相互作用を解析できることが分かった。今後は、大量の二酸化炭素を地下に圧入した場合に生じる周辺環境影響（例えば、周辺の地下水圧の上昇量など）についてさらに検討を進める。 図-2 CO2の地中挙動（ガス飽和度の変化、断面図）

CO2プリューム 70km

6
0

k
m1km図-1 CO

2
地下挙動と周辺地下水圧（圧入開始から100年後） 水頭, m10年後50年後100年後200年後

遮蔽層貯留層圧入点（圧入停止）
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都市の３次元構造の様子都市の３次元構造の様子

データ：国土地理院よりデータ：国土地理院よりデータ：国土地理院よりデータ：国土地理院よりデータ：国土地理院よりデータ：国土地理院よりデータ：国土地理院よりデータ：国土地理院より

皇居・大手町・丸の内付近皇居・大手町・丸の内付近皇居・大手町・丸の内付近皇居・大手町・丸の内付近
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対象領域と対象領域と土地利用状況土地利用状況現況現況現況現況 高反射性塗装高反射性塗装高反射性塗装高反射性塗装遮熱性舗装遮熱性舗装遮熱性舗装遮熱性舗装透水性舗装透水性舗装透水性舗装透水性舗装保水性舗装保水性舗装保水性舗装保水性舗装樹木樹木樹木樹木水面水面水面水面草地草地草地草地アスファルトアスファルトアスファルトアスファルト建物敷地建物敷地建物敷地建物敷地建物内建物内建物内建物内
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34Future Design(07/2006)よりよりよりより
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ESC
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塗装業界が取り組みうる例塗装業界が取り組みうる例塗装業界が取り組みうる例塗装業界が取り組みうる例

太陽熱高反射塗料太陽熱高反射塗料太陽熱高反射塗料太陽熱高反射塗料の採用の採用の採用の採用例えば、平屋のコンビニなどの屋上、壁面例えば、平屋のコンビニなどの屋上、壁面例えば、平屋のコンビニなどの屋上、壁面例えば、平屋のコンビニなどの屋上、壁面室温の上昇が抑制される室温の上昇が抑制される室温の上昇が抑制される室温の上昇が抑制されるエアコン、開放型冷蔵庫の効率アップエアコン、開放型冷蔵庫の効率アップエアコン、開放型冷蔵庫の効率アップエアコン、開放型冷蔵庫の効率アップ問題点：問題点：問題点：問題点：　効果が間接的であり、費用対効果を予測するデータが不足　効果が間接的であり、費用対効果を予測するデータが不足　効果が間接的であり、費用対効果を予測するデータが不足　効果が間接的であり、費用対効果を予測するデータが不足逆に言えば、データがあれば効果を見積もることが可能逆に言えば、データがあれば効果を見積もることが可能逆に言えば、データがあれば効果を見積もることが可能逆に言えば、データがあれば効果を見積もることが可能
とにかく、取りかかることが重要とにかく、取りかかることが重要とにかく、取りかかることが重要とにかく、取りかかることが重要
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終わりに終わりに終わりに終わりに

今、色々な要因で環境は破滅の道をたどっている今、色々な要因で環境は破滅の道をたどっている今、色々な要因で環境は破滅の道をたどっている今、色々な要因で環境は破滅の道をたどっている

環境は、一度破壊されると元に戻ることはできない環境は、一度破壊されると元に戻ることはできない環境は、一度破壊されると元に戻ることはできない環境は、一度破壊されると元に戻ることはできない

どこまでの破壊なら許されるというのがないのが環境どこまでの破壊なら許されるというのがないのが環境どこまでの破壊なら許されるというのがないのが環境どこまでの破壊なら許されるというのがないのが環境

顕著に表れるのは、人間も含めた生態系顕著に表れるのは、人間も含めた生態系顕著に表れるのは、人間も含めた生態系顕著に表れるのは、人間も含めた生態系

小さな取り組みから大きな取り組みまで、小さな取り組みから大きな取り組みまで、小さな取り組みから大きな取り組みまで、小さな取り組みから大きな取り組みまで、

行動するのは、今行動するのは、今行動するのは、今行動するのは、今


